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内 容 梗 概

口本電信電話公社荻窪電話局管内の大宮前局に従局用交換機として納入した容量235回線,実装75回線の詞

35号クロスバ小自動交換装置とその収容箱の概要,および回路上の特長について述べる｡

本交換装置は加入者200回線以下の小局を経済的に自動化することを目標に開発された端局,および従局用

のクロスノ唱動交換枚で,日本電信電話公社技師長室のご指導により試作設計を行なったもので,昭和35年

10月試作機を荻窪電話局に納入し,公社における試用試験で良好なサービスを提供している｡

l.緒 言

わが国におけるクロスバ自動交換機は,C2形からC4形までの加

入者線交換機と,C5形からC8形までの中継線交換機はすでに実用

化の段階にはいった｡しかしながら,わが国の電話交換局のうち加

入者200回線以下の局の占める割合は約錮%に達している｡これ

ら小局を加入者約200～1,000回線のC2形で無人自動化することは

経済的に不適当である｡このため,小容量の加入者線用のクロスバ

交換機の実用化が必要となった｡

昭和33年8月,日本 信電話公社電気通信研究所のご指導により

加入者容量88匝I線,クロスバスイッチー段構成の交32号A小自動

交換機を試作し,良好なる成績をあげた｡その後,さらに検討が進

められ昭和35年10月日本電信電話公社技師長室のご指導により加

入者容量235回線,クロスバスイッチニ段構成の調35号クロスバ小

自動交換装置を試作し,荻窪電話局の大宮前従局として同年11月試

験にはいり,良好なるサービスを提供している｡

35号クロスバ小自動交換装置は加入者200回線以下の市内従

局,または市外帯域制上の端局として使用さオしる｡構成はクロスノミ

スイッチ2段接続の完全共通制御方ぺを採用している｡

この交換装置ほ局舎の代りに鉄製の収容箱に納められており,そ

の設 が便利であるばかりでなく,移軌輸送も容易であるため小

局用として本来の目的に使用するほか,将来C2形,C3形の交換局

の設置が予定される地域であっても,ただちにこれを建設すること

が不経済な場合に一定期間を本交換装置でサービスを行ない,適切

な時期にこれをC2,C3形に切り替えるなど移動形の電話交換局と

しても使用することができる｡

2.中 継 方 式

本交換装置は加入者200回線以下の市内無駄在従局,および市外

帯域制上の無駐在端局に使用し親局方式ほA形,H形,クロスバ

形,および共電式のいずれの方式にも対応することができ,また,

単局地,複局地いずれの地域でも使用することができる｡

この交換装置でほいくつかの方式上,および回路上の問題点を解

決し,経済的な中継方式を採ることができた｡すなわち

(1)あきリンクの選択にクロスバスイッチのオフノルマル接点

のチェーソ回路を任用することで,従来のクロスバスイッチニ段

構成の交換機で必要とした制御回路のあきリンク選択リレーを除

くことができて,経済的に二段構成のフレームを採用することが

可能となった｡

(2)ダイヤルパルスの中継に増圧電池を使用し,ダイヤルパル

スのひずみを小さくしたこと,および自局内呼のとき出トランク
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を通った親局斗レーンを通話線を使用して開放することができた

ことで,発信接続のとき発呼加入者に白局内トランクと出トラン

クとを並列にLて接続し,白眉内トランクを通してレジスタへ,

出トランクを通Lて親局へダイヤルパ′しスを転送することが可能

となった｡

(3)出トランクのインパルスしい継リレーと,レジスタの捕捉に

必要なリレーを使用して, 殊番号呼と自動即時市外呼を 別し,

局間中継線を通してそれを親局へ転送することで,トレーソの分

離は親局で行なうことができたので,出中継トレーソを特殊番号

呼用と自動即時市外呼用とに共用することが可能となったJ

(4)各種トランクからのレジスタの捕捉に加入者のダイヤルパ

ルスを使用し,発呼加入者からダイヤルパルスが到来したときそ

の第1メークパルスで初めてレジスタを捕撰するよ を終回な

と
｢
ノ

入したことで,加入者の受話器ほずし,途小放棄,外線障害など

でレジスタを無効に保留することが少なくなi),レジスタ数を1一三

常なトラヒックに必要な最小値にすることがトり~能となった｡

(5)親局からの局内試験,および加入者試験せ時間で制御する

ことにより,従来,試験用の中継回線には4線を必要としたのに

対して,2線で 験が可能となった.｡

(6)前述したように,被制御系の回路に新しい技術を導入Lた

ことで,マーカの回路が非常に簡削ヒされたばかりでなく,重要

な回路の二重化,一･部機能の分散などマーカの障害発生の機会を

極力少なくすることで,1局を1マーカで制御している｡

ことなどである｡

中継回線構成はう阿小継機能,近追回線,およ たーもを儀血結

ず,したがって日_沖継凹線は対親局のみであり,人中継回線ほ一般

人中継札市外および割込入･い継用,試験用があり,いずれも片方

向回線である｡

2.2 各種装置の算出基準

2.2.1マーカ数の算出

マーカ数は,一般にマーカ捕捉の際の■平均 時間が50nlS以

下となるよう持合式モリナ式によって決定されるが,加入者数

200回線,1加入者当りの発着信呼量3HCS程度ではマーカ1何

で十分この条件を満足するので,本交換装荘引こおいてはマーカほ

-･局当り1装置とする｡.
2,2.2 レジスタ数の算出

本交換装置のレジスタは発信割安続,および人中継接続に使用

される〔Jことに人中継接続の場合は,ミニマムポーズの条件より

許容待合時間は長くとれず,待ち合わせ効果は非常に小さくな

る｡しかもこのレジスタは加入者がダイヤルを開始したとき加入

者に接続されているトランクから捕捉されるため,即時式モリナ

l乎損率式の呼損率1り000の条件より求める｡

2.2.3 各種トランク数の算出

日局内トランクほ即時式モリナ11紬i率式で呼損率2/100の条件

より求める｡出トランク,および人トランクは即時式モリナ呼損

式で呼損率1/100の条件より求める｡

調35号クロスバ小自動交換装置の加入者数,および各種装 数

を弟1表に示す｡

2.3 フレーム構成

調35号クロスバ小自動交換装置は加入者80回線を収容できるフ

レームを基 フレームとする｡このフレームを1ないし3フレーム

設備して1局を構成する｡

各フレームほ6線式上下切替形のクロスバスイッチを一次スイッ

チとし,6線式リレー切替式のクロスノミスイッチを二次スイッチと

した二段接続構成である.ンー次スイッチは1個のクロスバスイッチ

から成り,このスイッチの水平路を4分割して】6水平路,5垂直路

第1表 大官前従局へ納入した調35号クロスバ小自動

交換装置の加入者数および主要装置数

加入者種別お よび装置名称
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第2Ⅰ冥1クロ‥くノミフィッチ接続l穴】

の理論格子を作り,第2図のように銘柄イ･の水~刊制舶こ加入~苦を収

容する｡一次スイッチの20出線をリンクとL′,二次スイッチの水､ド

路側に収容する｡二次スイッチは最大2個のクロス/ミスイッチから

成り,各スイッチを20水平路,20垂南路の格ナとして使用する｡

二次スイッチの出線は各フレーム間で完全複式をとり,中継線装置

を収容する｡

な二転,このようなフレーム構成をとった場合,加入者当りの最繁

時呼量が3HCS以下であれば,ほぼ1/1000のリソク･ブロック率

で呼を運ぶことが可能である､〕

2.4 番号方式と加入者種別

1‡了内従局として使用されるときの番号方式は閉鎖番ぢ▲方式をと

れ.加入一計番号ほ3数L圭とし,さらに局識別番号として1～4数字

を適する｡.したがって自局内通話,および親局市内通話は局 別番

号を含めた加入者番号をダイヤルする(二､短距離即時市外通話ば`0''

ダイヤルで行なう｡長距離市外通話は親局加入者と同じサービスを

行なう｡

特殊番号は11Ⅹまたは10Ⅹで,一般に親局と同一の番号方式を

とるが,112,119,および110は甘局内でサービスを行なう｡

本交換装躍では加入 番号をフレームの収容位置に固定L･てい

る｡すなわち,単独加入回線には各百位の00･～58の番号を与える

が,共同回線を収容しないときには60以上の番号も使用しうる｡共

同回線は二共同加入のみとし,電話機ごとに番号を与えるナンバ･

パー･ステイショソ方式とし,各百位の60～78の番号をA/く-テ

ィ加入者に,80/-､〉98の番号をB′く-ティ加入者に与える｡

公衆電話回線としては現用の硬貨式自動公衆電話機を使用し,市

内,および特殊番号の自動接続が可能であり,各百位ごとに40～48

の番号の8回線を収容することができる｡

地域団体加入回線は各百位ごとに50～58の番号の8回線を収容

することが可能であり,一般単独加入者と同様のサービスを受ける

ことができる〕

代表電話回線は各百位ごとに11,12,13,およぴ15を代表番号

とする最人3回線の代表群を4群収容することが~可能である｡
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第2表 調35号クロスバ小トJl動交換装置の障害転送項目

種 目

火

盗

電 力l美】係 障

災

難

虫

交換機ヒューズ断

共通制御装置障害

信号機関係障害

交流ヒニ⊥【ズ断･停電

外 線 ド7‡ 督

消 防 前 借 呼

iE 常

報

常
常
常

非常･普通

非 常

非
常
｢
普
普

常
通
通
通

識 別

DT(発信音)

NUT(連続話中音)

RBT(連続呼出音)

30DT

DT--NUT

30NUT

NUT､･RBT

30RBT

RBT-1)T

DTJNUT二RBT

2･5 保守運用上の条件

本交換装匿ではマーカが1局当f)1装置しか設備されていない｡

もしマーカに障害が発生すると,加入者への正常のサービスは著し

く妨げられる二.このためマーカは障讃の発｣三を極力少なくするよう

に設i十されているれ 万一-l

備機に取り

害が発生したとき容易に取はずし,予

えられるよう,布線はすべてプラグ,ジャックを用い

て接続し,架への搭載にはボルト,ナットを用いている｡

信号音,および市外台の監視ランプは親局の方式と同一であり,

あき番号への着信はあき番号音サービスを行たう｡市外よりの着に

呼に対しては親局の場合と取扱いが同じであり,また割込接続は親

局市外台の従局専用ジャックで行なわれる｡加入者に対する発信停

ILはMDFで行なう方法がとられる｡また各種接続呼数,障害遭遇

呼数の測定,およびトランク,レジスタの呼量測定を行ないうるよ

う考慮されている｡

また無駄在局として使用するため極力降雪が発与しないように設

計されているが,万一障害が発生した場合は ･:
口 転送を行なうこと

ができる｡転送は弟2表に示す大分類と小分類に分けられ,同時に

2種以上の障害が発生Lた場合は人分類,次いで小分類の優先順位

の高いものが選出転送される｡

試験としては親局の試験台からの加入者試験,および自動応答ト

ランクを使用する入接続試験を行なうことができる｡

3.接続動作の概要

接続の種類とLては発信一削妾綻,口局1月接続,共l札椙互接続,警

察消防トランク接続,仙接純,人接続,割込接蘭,あき蘇弓∴芹トラ

ンク接続,試験接続などがある._.以~卜おもな接続についてその概要

を述べる､-､

3.1発信音接続(弟3図)

加入苫が受話器をあげ呼を発すると,ラインリレⅦが動作Lてマ

ーカを起動する､.マーカほいま発†言し.た加人老の属するライングル

ープの識別,n局内トランクとHトランクのあき選択,および一次

スイッチと二次スイッチとを結ぶあきリンクの選択を行なって,ク

ロスバスイッチを動作させ,発呼加入者に自局内トランクと出トラ

節3図 発 信 図統系統接
出門
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ソクを並列に接続し,復IL:ける｡発呼加入者に接続されたl]局内ト

ランクは,レジスタを選択仮捕捉するし〕この仮捕捉は同時に多くのト

ランクから行なうことができて,一番さきにダイヤルした加入者に

接続されているトランクがそのレジスタを捕捉することができる｡

もし,口局内トランクか出トランクのどちらか一方が全話中のと

きほ,マーカはあいているほうのトランクのみを発呼加入者へ接続

し復I目する･二この場合は,接続されたトランクがレジスタを選択仮

捕捉する｡

これで発呼加入者 一次スイッチ 二次スイッチ 自局内

トランク,または出トランクの全接続路が完成し,レジスタを

仮捕捉したトランクから発呼加入者へダイヤル音を送出する(｡

3･2 自局内接続(第4図)

択

発信音接続についで発呼加入者がダイヤルを行なうと,自局内ト

ランクはダイヤル音をとめ,ダイヤルパルスをレジスタへ送り込む

とともに,出トランクはそれを親局へ転送する｡レジスタはダイヤ

ルパルスを計数し,千位番号で自局内呼であるかどうかを識別する｡

n局内呼であれば自局小トランクへその表示を送り,出トランクを

復旧させる｡その後,レジスタは百位以~Fの数字の計数蓄積を行な

う｡

発呼加入者がダイヤルを終/すると,レジスタはマーカを起動し,

マーカとともに被呼加入者の話Ll-1試験,およびあきリンクの選択を

行ない,いずれもあきであればクロスバスイッチを動作させて,被

呼加人者と白眉l勺トランクとを接続し,復Il__】するし.

これで,発呼加人畜-【一次スイ､ソチーーーニ次スイ､ソチーー自局

l勺トランク 二次スイッチ 一次スイッチ
【 被呼加入者の全

接続路が完成し,自局内トランクから被呼加入者へ呼出信号,発呼

加入書へ呼出音を送Hするし､被呼加入者が応答すれば全通話路が完

成L,呼出信払 呼出音は停Il二する㌧､

通話が終了L,発呼加入者が送受器をおろせば全接続路が復旧す

●
､

3.3 出接続(第5図)

発信音接続についで加入者がダイヤルを行ない,その千位番号ま

での間に出Ll--継呼であるかどうかを識別するところまでは3.2項の

l勺接続とまったく同様である｡呼が出中継呼であればレジスタ

∠ノW〟

畠
第5図+山 接続 系統l蛍1
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は打局内トランクとともに復】Rする.‥-:以後のダイヤルパルスは川ト

ランクを通して親局へ送出される｡

発呼加入者がダイヤルを終了すると,発呼加入者-一一次スイッ

二次スイッチ 拇トラソク 親局装置 親局被呼加入

老の全接続路が完成し,親局装置から呼出信一シ三･,呼出音を送出する.)

被呼加入者が応答すれば全通話路が完成し,呼出信弓一,呼H音は停

止する｡

本出トラソクは帯域度数登算用のメータパルスの中継を行なうこ

とができる()

通話が終了し,発呼加入者が送受器をおろせば仝接続路は復l口す

る｡

3.4 入接続(葬る図)

親局から捕捉された一般または市外入トランクはあきレジスタを

選択捕捉する｡レジスタは親局からのダイヤルパルスを計数蓄節す

る｡親局の発呼加入 または市外台扱者がダイヤルを終了すると,

レジスタ咤マーカを起動し,以後は3･2項の自局内接続と同様の動
rl三を行なって,一般または市外入トランクと被呼加入者とを接続す

る〔､

これで,親局発呼加入者または市外台扱者

またほ市外入トランク 二次スイッチ

親局装置一一般

一次スイッチ 被呼

加入者の全接続路が完成L,市内およびn動即時市外入接続の場合

は,ただちに一般人トランクから,また待時市外入接続の場合は,

市外台で信号電けんを倒したとき初めて市外入トランクから呼出信

号,呼出音を送出する｡被呼加入者が応答すれば全通話路が完成し,

呼出信号,呼出音は停止する｡

市内およぴt･]動即時市外入接続の場合は,通話が終イL,発呼加

入者が送受器をおろせば全接続路は復旧する｡

待時市外入接続の場合は,通話が終了して,被呼加入者が 受諾汗

をおろしても市外台扱者がプラグを抜くまでは全接続路は復什1せ

ず,また必要あれば市外台で信号電けんを再度倒すことにより,被

呼加入者をふたたび呼び出すことができる｡

また待時市外入接続の場合にG■よ,被呼加入者が話中のときは,市

外入トラソクは扱者に話1~一昔を送朋するとともに,市外台のラン7

を1分間60何の速さで点滅させる｡また被呼加入者話巾以外で被

呼加入者との接続が不能の場合は,市外入トランクほ扱者へ話小音

のみを送出する｡

3.5 割込入接続(弟7図)

前項の待時市外入接続の場合,被呼加入者が言.1中のときは割込接

続を行なって,通話中の被呼加入者に市外呼があることを通知する

必要がある｡このために親局市外台の扱者から捕捉された割込入ト

ランクはあきレジスタを 択捕捉する.⊃ このときレジスタは市外千丁

からの割込接続であることを知るとともに,親局からのダイヤルパ

ルスを計数蓄積する｡親局市外ナナ扱こ~首がダイヤルな終丁すると,レ

ジスタはて-カを起動し,マーカとともに被呼加人者の話中の

さらにあきリンクの選択を子｣二な一)てク･コスバスイ､ソナを劫rl三させ,

割込人トランクと通話中の被呼加入苦とを接続し,復Illする..
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これで,親局市外台扱者

次スイッチ 一次スイッチ

割込入トランク

被呼加入者の全接続路が完成し,

市外台のランプが点火する｡

扱者が被呼加入者に市外呼のあることを告げ,被呼加入者が送受

器二をおろLて接続路が開放されると,市外台のランプが減火し,被

呼加入者が送受器をおろしたことを市外台で知りうる｡

扱者がプラグを抜けば全接続路は復旧する｡したがって扱者はあ

らためて市外台から市外入トランク経由で操作せ行なって,所_望の

被呼加入者に市外呼を着信させることができるし､

3.る 試験入接続(舞8図)

親局試験台より捕捉さカーtた試験人トランクはあきレジスタを選択

捕捉する｡このときレジスタは親局試験台からの呼であることを知

るとともに,親局からのダイヤルパルスを計数蓄積する｡.親局試験

がダイヤルを終~7すると,レジスタはマーカを起動L,マー

カとともに被呼加入者の話中試験および試験接続に使用する特定リ

ンクのあき試験を行ない,あきであればクロスバスイッチを動作さ

せて,被呼加入者と試

これで,親局試験台

イッチ 一次スイッチ

人トランクとを接続し,御[ける｢′

親局装笹一一試験入トランク 二次ス

被呼加入者の全接続路が完成する｡

もL,被呼加入暑が話中であっても通話路ほできているので試験

老ほ被呼加入者の通話を聞くことで被呼加入者の話中を知りうる.二｣

この場合必要ならば試験老ほ被呼加入者に試験したいむね依板し,

被呼加入者が送受器をおろせば接続路が開放する｡J

試験者が加入者を呼び出して各種試験を行なうときは,試験台に

新たに追加されたOUT電鍵を倒L,試験線を電気的に直通とLて

のち信号電けんを倒し,被呼加入者へ呼出信号を送証し,被呼加入

者の応答により各種試験を行なうことができる｡

試験老が局内の試験を行なうときは,試験台に新たに追加された

IN電けんを倒し,試 線を電気的に直通にするとともに,被呼加入

者のラインリレーをいったん復l口させる｡〕その後試験わでループを

作ることによりJR)r勺の試験を行なうことができる｡

なお,これら試験の終/ほ時間で制御される′ノすた｣ナら∴試 人ト

ランクは扱者の遥けん操作で試験を開始すると,タイミング回路む

起動し,約1分間で試験を蹴制切断L′,試験閃析前の状態にもどる..
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試験を終了して,戎験者がプラグを抜き,復旧電けんを鱒時倒せ
ば全接続路は復旧する｡

4.本交換装置に導入した新しい回路技術

本交換装置は加入者200回線以下の小局を無駐在自動化するため

に開発され, に小形化と経済化を零点に設計し,次に述べるよう

な新しい回路技術を導入している｡

4.1クロスバスイッチのオフノルマル接点を利用した

あきリンク選択回路

従来のクロスバスイッチニ段構成のフレームを主 択装置とする

交換機では,一次スイッチと二次スイッチの間を結ぶリソクのあき

選択のために共通制御準置のマーカに数個以上のあきリソク選択リ

レーを必要とした｡しかし,本交換装置ではこれらあきリンク選択

リレーを削除し,舞9図に示すようにあきリソクの選択にクロスバ

スイッチのオフノルマル接点のチェーソ回路を使用したため,共通

制御装置を複雑にすることなく,また経済的に,かつ小形に二段構

成のフレームを主選択フレームとすることができた｡

ん2 増圧電池を使用したダイヤルパルスひずみの修正

この交換装駅には,ダイヤルパルスの中継に増圧電池せ使用した

ことにより,ダイヤルパルスのひずみを′トさくすることができたの

で,発信接続時にIl局｢メいラソクと出トランクとを並列にして発呼

加入者に接続し,自局内トランクを通してレジスタへ,出トランク

を通して親局へ,それぞれダイヤルパルスを転送するような中継方

式をとることができた｡

すなわち,このような中継方式を採川すると,弟10図に示すよう

に,自局内トランクのインパルス中継リレー(A)と出トランクのイ

ンパルス中継リレー(A)のコイルが並列になって発呼加入者に接続

【次スイッチ

_ノ ッチ
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〟1/JノW
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第9図 クロスバスイッチのオフ/ルマル接点を

用いたリンク選択回路

｣

第10図 発信接続時のダイヤ/レバルス受信回路
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されているため,従来の増圧 池を使用しない回路では,加入者線

路の抵抗が大きくなると,このリレーの動作がおそくなり,イソパ

ルスひずみが大きかった｡これはレジスタにおける誤計数,親局装

置の誤動作を起こし,接続不能,または誤接続の原困となるので,

従来の交換機ではこのような中継方式を採ることができなかった｡

しかし,本交換装置ではダイヤルパルス受信中だけ増圧電池を便

用して,インパルス受信リレーにかかる 力を増し,線路抵抗の増

加による動作時間の遅れを防ぎ,ダイヤルパルスのひずみを十分小

さくすることができた｡この結果,さきに試作した交32号A小自

動交換機では,このような中継方式を採用しているが,増圧電池を

設備していないため,加入者線路抵抗が600n以下でなければ使用

できなかったのに対し,本交換装置では加入者線路抵抗が1,200n

程度までこのような中継方式で使用可能となった｡

この並列接続方式の採用によって,従来の切替方式の交換機で必

要だった出トランクとレジスタを結ぷレジスタリンク回路が不用と

なったばかりでなく,自局内トレーソと出中継トレーソの接続替え

のための機能も不必要となり,制御

できた｡

匠をさらに小形化することが

4.3 自局内接続における出トランクの開放

親局へのダイヤル′くルスの転送には,セソダを使用しない切替方

式を採用している｡したがって発信接続のとき,呼が自局内呼であ

れば出トラソクを通る親局トレーソを復旧させねばならない｡これ

を行なうためには,一般に,出トラソクは計数桓1路を持たないため,

呼の種別を識別することはできないので,レジスタで加入者からの

ダイヤルパルスで呼種別を識別し,その情報を出トランクに送って

親局トレーンを開放している｡このためにレジスタとトラソクとの

間に情報線が必要である｡

しかし,本交換 置では,この情報線を除き通話線を使用して,

出トラソクに復旧情報を送る方法を採用した｡すなわち,弟11図に

示すように発信音接続時に出トランクの中で動作LたC線監視リレ

ー(SL)をC線に接続され,ライン回路の 池でラインリレーと直

列に動作を保持している｡いま,レジスタで自局内呼であることを

識別すると,レジスタは自局内トランクへその情報を送り,IOCリ

レーを動作させる｡白局内トランクではIOCリレーの動作により,

C線へ地気を送出し,ラインリレーを保持するとともに,出トラン

クのSLリレーを短絡復旧させる｡このSLリレーの復旧により,

出トランクは呼が自局内呼であったことを知り,RLSリレーが動

作して復旧し,親局トレーソは開放される｡このように出トラソク

の開放をC線によって制御することが可能となったので,前述のダ

イヤルパルスの中継に増圧 池を導入したこととともに,自局内ト

ランクと出トランクの並列接続方式を可能にした｡

∠(二〉√7
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【
~~

l

Lレジスタ＼

白石内トランク

∴
享
壬
丁
鳥
n
U

〃_剋_二転ゴ1..
出トランク

第11図 白局内接続時の出トランクの開放
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第12｢ズ1け.接続時の回線椰別の転送

4.4 トレーン分離信号の親局への転送

一般に,特殊番号受付台を設繹しない端局用の交換機では,短距

離即時呼と集中特番呼を親局へ中継し,親局でこれらを別々のトレ

ーソに分けて処理する必要がある｡これにほ端局と親局とを結ぶ中

継線を短距離即時用と集中特番用とに分けて使用すれば可能となる

が,この場合,中継線の使用能率は悪くなる｡また中継線を分けて

使用しないときには,短距離即時呼であるか,集中特番呼であるか

の 示を親局へ転送する必要がある｡この場合,一般に,川トラソ

クは計数回路を持っていないため,レジスタで加l人~苦からのダイヤ

ルを識別し,その表示を出トランクに送り,川トラソクからそれを

親局へ転送している.コこれを行なうた捌二ほ,発信擦綻のと封二l=､

ランクとレジスタの間に情報線を準備せねほならない｡

しかし,本交換装置ではこの短距離川崎呵と一別1特番呼の識別を

出トランクのダイヤルパルス受信リレー(A)と発信音接続のとき自

局内トランクが全話中の場合,レジスタを捕捉するために必要なリ

レー(C),(CA),および集中 番識別リレー(SP)とを使用して,

発呼加入者のダイヤルの第一数字が"0"であるか"1"であるかを

識別している｡すなわち第12図に示すように,出トランクが捕捉

されたときSPリレーを動作させておく｡加入者がダイヤルする

と,Aリレーは復1[=lして,Cリレーが動作し,ふたたびAリレーが

動作すると,CAリレーが動作し,動作を保持する｡｣いま,ダイヤ

ルの第1数字が`1"であればAリレーはふたたび復旧することはな

く,SPリレーは保持を続け,

もし,

をとこるあで乎･十特中 けロ〃

1数字が"0"であればCAリレーの動作後Aリレーは動

作復旧をくり返すため,Aリレーの復l口中にSPリレーが復l目して,

短距離即時呼であることを識別できる｡この 別情報を親局レビー

タ起動時に親局へ転送するのである｡このようにトレーソ分離情報

の親局への転送をレジスタの計数蓄積機能を使用せずに行なうこと

が可能となったので,レジスタと出トランクの間の情報線を除くこ

とができたr)

4.5 加入者の受話器はずしなどによるレジスタの無効保留の

防止

一般に,レジスタ数はトラヒック条件のほかに,加入者のダイヤ

ル怠りなどによる無効保留を考慮して決定される｡

本交換装置では,レジスタは発信音接続時と入接続時に各種トラ

ソクから捕捉されるが,このときトラソクが発呼加入者に接続され

たときただちにレジスタを捕捉すると,加入者の受話器はずしや･

外線障害のときi･こもレジスタか無効に捕捉されることになり,交換

梯の正常の機能が著しく妨げレ)れる､-これを防ぐためにあらかしめ

レジスタ数を多く設備しておくことは経済的でない.=.このため本交

換装置でほ,各種トラソクは発呼加入者に接続されたときあらかじ

めレジスタを仮捕捉し,ダイヤルパルスが到来したとき初めてレジ

第13図 レジスタ選択,捕捉回路

スタを捕捉するような方式を採用している｡しかし,到来ダイヤル

パルスの第1ブレークでレジスタを捕捉すると,加入者のダイヤル

巾放棄でもレジスタを捕捉することになり,やはり問題は残る

ことになる｡そこで,第13図に示すように到来ダイヤルパルスの第

1メークでレジスタを描祝するような回路にしてある｡すなわち,

各侍トランクは発呼加入者に接続されたとき,あらかじめレジスタ

を仮描捉L-,Rリレーを動作させ,計数リレーを1/くルス分進めて

おく｡発呼加入者がダイヤルを行なったとき到来ダイヤルパルスの

第1メークパルスでトランクのCAリレーが動作すると,初めてレ

ジスタを捕捉し RKリレーが動作して,ほかのトラソクに対して

話小表示むするようになっている｡この結果,本交換装置ではレジ

スタ数を決定するのに,加入者のダイヤル怠りなどによるレジスタ

の無効保留を考慮に入れずに決定することができ,レジスタ数を正

常なトラヒックに必要な最小値にすることができた｡

4.る 試験の時間による制御

親局からの試験回線の構成は,従来の交換機では試験線と制御線

の2対4線の局間り｣継線を必要とした｡この制御線は試験台の扱者

が試験の開始,終了を任意に制御するために必要な線である0

しかし,一一項日の試験を行なうには,ほぼ一定の時間を必要とL,

に長時間の試験を必要とすることや,短時間の試験ですむことは

きわめてまれであるので,本交換装置では,試験の終了は扱者の制

御を受けず,時限回路を用いた時間制御を採用した｡すなわち,親

局試験台から捕捉された試験入トランクは,まずAB2線を制御線

として使用し,親局からのダイヤルパルスの受信,試験種別情報の

受f.了などに使用する｡親局請願台で扱

を表わす電けんを倒すと, ト入験試

が試験開始のため試験種別

ランクは試験種別情報を受け,

AB線を電気的に直通にして試験線とし,親局の試験老はそれを通

して,局内,および加入者の 験を行なうことができる｡このとき

試験入トランクでは時限回路を起動し,約1分間試験線を保留す

る.､時限回路か動作すると,試験は強制的に切断され,試験開始前

の状態にもどる.-,

この結果,従来の交換機で試験用の中継線として4線必要であっ

たのに対L,本交換装置では2線で親局からの各種試験を行なうこ

とが可能となった｡

4.71マーカ方式の採用

従来の交換機では,マーカは非常に複雑な回路となっており,障
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第14図 調35号クロスバ小[l勧交換装置実装図(8脚線りこ装の場合)

第15図 調35号クロスバ小自動交換装置外観岡
(80回線美装の場合,右側がA架,左側がB架)

第16図 て一カのゾラブ,ジ17ツタによる布線の接続
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第17l冥1網35[チクロスノて′｣､f′l動交換装愕凧溶牒の

構造図および機器配置医1

第18図 調35弓一クロスバ小自動変換装置収容箱外観図

崇の発見,修理を簡判こ行なうことがむずかしかった｡そのため,

マーカ数をトラヒック上の必要数のほかに必ず予備機として1個設

備していた=▲

しかし,本交換装置では,前述のように被制御系に多くの新い､

回路技術を導入したこと,一部機能をレジスタへ分散したことなど

により,マーカの回路は非常に簡単イヒされ,実装もC8形鉄板3枚

にはいるはど′ト形化された｡そのうえ,一部の重要な回路は二重化

し,障窯発生の機会を少なくしている｡

さらに,マーカを小形化したので,取り付け,取はずしおよび運

搬が容易になり,親局に一台の予備機を準備して,万一に備える方

法を採り,1局当り1マーカで交換を制御することができるように

なった-.

5.装機,および収容箱

この交換装躍は1マ⊥カ,信号装置など共通装置をおもに実 す

るA架と甲独加入者48,二共同加入者32をおもに実装するB柴を

基本ユニットとLて構成されるし)これら各架は高さ2,327mm,幅

956---n-のCF8架で構成されている.

桐描ほ部品をすべてクロスバ鉄枇に取り什け,布緑ほすべて裏

面で無半田巻付接続で行なわオLる､.また′｣､形化に重点をおき今回新

たに開発された小形鷹流器を便潤しノ,整流器のほとんどは,リレー
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の裏面に取り付けてある｡

弟14図に80回線の場合の実装囲,第15因に外観図を示す｡

マーカほ1局空膏1装置Lか設備されていないので障害に遭遇し

たときはすみやかに取り伴えか修理が可能で尭ければならない｡こ

のためマーカはボルト,ナットを用いて射こ実装され,イIi線はすべ

てプラグ,ジャックを用いて接続するよう設計されている1=′第16図

にプラグ,ジャックによる布線の接続状態せ示す｡

この交換 匠は局舎の代りに輸送,
に仙川容収の製鉄な利便こ射

収納されるL_′この収容柏ほ野外に設苗されるため,札札` に十分

耐えうる強度と密閉度を打つ高さ2,9651--n-,幅1､200mlTl,奥行

2,430mmの分解~自J能なユニ､ソトを2ないし3個並べて局舎とし,

その中にA架を1架,B架を1.ないし3架,配線盤,紫流 匠,お

よび電池を収納する一.また,温湿度調節のために送風機,電熱器,

ぉよび除湿機を設備し,これらを自動的に制御することで,箱内の

温度を5～300C,湿度を鮒%以~FIこ保っている｡第17図に収容箱

の内部の配置図,弟18図に収容箱の外観図をホす｡

d.緒 言

以上述べてきたように,小局む経済的に無胴在l二l助化するために

特許 弟254705号

ク ロ ス 匂ロ

特 許

開発されたクロスバ小目動交換装跡ま甜~‖試験に應いても良好なる

成績をあげ,所期の‖的ほ十分に達成されたと考えられる｡Lかし

共通装置をはじめ,llll路方式を非常に御酎ヒしたことによるサービ

ス程度,保守基準などは引き続き行なわれている試用試験の結果か

ら,さらに検討を加えねばならないi甘題であるっ

なお,本交換装置を基にして,さらに枚.さ､lを加えCl形自動交換

機としての標準化の設計が吊本電信電話公社技師長室を中心に進め

られている.｡また,この交換装㌍の ｢月住宅地用の交換機としての

応用も娼J待されている｡

終りに本交換装置の試作にいろいろとご寸描をいただいた日本電

占電話公社技師長 石の
ヰ｢
川調査員殿,三好氏ほか関係各位,東京電

気通信局の松島氏,篠原氏ほか関係各位,および日立製作所の関係

各位に感謝の意を表する｡
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式 自 動

クロスバ式｢1動電話交換〟式においてほ,ダイヤル数字の計数i･ま,

共通制御回路で行なわれるため,ダイヤル列とダイヤル列間のミニ

マムポーズ間で,共通制御回路を捕捉することが必要である｡しか

るに従来のクロスノミ式1′1動電話交換方式でi･ま,共通制御回路の捕捉

がミニマムポーズ問にて間に合わないため,誤接続を′巨ずる欠点が

あるり

この発明はこの欠点を榊決するた捌こ,レジスタより発着†呵用レ

ビータに到る1訓こ,側路を設けることにより,他局への発†言または

着信の場合に,共通制御桓l路の捕捉がミニマムボーズに間に合土撒

いことに起因する,誤接続を防‖二し/たものである.｡

加入者がA局の局番号をダイヤルすれば,レジスタほ,正1:ちにリヒ

きの対A局発着両用レビータを捕捉して,以後の被呼加人者のダイ

ヤルを,発着信加入書一クロスバスイッチー一緒続回路-｣/ジスター一

発着内川レビータの側路-,発着向11=/ビータで送｢1-1するし-,これと併

行してマーカを捕捉して,マーカに先に選択決定した発着両用レビ

ー■タと,接続回路との接続をなさしめるし′ このようにして,発信加

人膚一クロスバスイッチー接続回路-クロスバスイッチー発点画用

レビータの経路が完成した後,レジスタ,マーカほ復IRして他の呼

に備えダイヤルイソパルス送出は,側路から通常通話繹路と連続[ドJ

に切り替えられる｡

またたとえば他局Aからn局へ着信があった場合発着両川レビー

タに着信があれば,発着両用レビータから南接レジスタを捕捉して,

以後送り込まれてくるダイヤルインパルスを計数するのと併行し

て,マーカは,クロスノミスイッチを経て接続圃路と発着両用レビー

タとを接続しておく,レジスタが加入者に対応する数字のダイヤル
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の計数を終了すれば,レジスタはマーカを捕捉してレジスタで計数

蓄積されたダイヤル数一ナニを一度にマーカに送り込む｡Jマーカは送り

込まれたダイヤル数字に対応する被呼加入者を選～-LらLクロスバスイ

ッチを経て,先に発着両川レビータと接続されている接続回路に接
続L,レジスタ,マーカは復什】して他の呼に備える｡

このようにして他ノり1A 一発吉卜1川Jレビーータータロスバスイッチー
接続l口l路---クロスバスイ､ソナ ー被呼加入書なる着信通話回路が`完成
する､-,

本ノノ･式を採川している小Iま,1クロスバ=動交換機に閲し,l昭和35年

8月,l~l本哉信追訴公社から,ATT㍉こ属するカナダ,ペル全社にそ

の技術を車釦=したい これほ車l路lヌlと装r胃囲およびそのfl二様書であ

る｡勧は37ノドルであって,黒川化にl巨立も協プJしたので,5~千ド

ルを受箱した｡ (高 木)

7[1ス/Tスイッ)

加入者

マー乃 レジスプ
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